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The Victorian Period (2)
(The Victorian Novel 2)
ディケンズに刺激を受けた最も重要な作家の一人はElizabeth Gaskell (1810-65) である。彼女はマンチェスターに住み、（エンゲルスが研究したのと同じ）そこに住む労働者たちの生活を熟知していた。彼女の小説は当時の現実に最も近いものかも知れない。Mary Barton (1848) とNorth and South (1855) は特に社会的な関心が明白な小説である。ギャスケル夫人はまたCharlotte Brontëの伝記作家としても知られる。（The Life of Charlotte Brontë, 1857）
　Charlotte Brontë (1816-55) のJane Eyre (1847) は出版と同時に成功し、未だに最も有名な女性について書かれた小説の一つである。
　Emily BrontëのWuthering Heights (1847) はそれとは全く異なった小説で、激しい情熱の小説、初期の心理小説である。
　ブロンテ姉妹の末娘Anne (1820-49) は変わった女性の主人公が登場し、複雑な関係や問題を含むThe Tenant of Wildfell (1848) を書いた。ブロンテ姉妹は小説でこのような問題に勇気と率直さを持って正面から取り組み、小説の女性の登場人物の描き方を変えた。ブロンテ姉妹以降、女性の登場人物はあまり理想かされることなく、リアリスティックに描かれるようになり、女性たちの苦闘が１９世紀後半の非常に多くの小説の主題となった。
　１７世紀後半のアフラ・ベーン以来数多くの女性作家がいたが、その中で最も偉大な作家は男性の名前をペンネームにしたGeorge Eliot (1819-80) かもしれない。彼女の本名はMary Ann Evans、当時有名であった連れ合いの哲学者・文芸批評家のGeorge Henry Lewesにフィクションを書くように勧められる前は翻訳家として働いていた。Scenes of Clerical Life (1857-8) は三つの物語を集めたもので、それに続き彼女の最初の小説Adam Bede (1859) が書かれる。ジョージ・エリオットはこの頃既に酔っぱらいの夫がいるとか、未婚の母親になるとか言った、問題となるような女性を扱った主題について書いていた。後期の小説、とりわけMiddlemarch (1871-2) （『ミドルマーチ』 講談社文芸文庫）で、彼女は社会全体について書いたが、この小説は多くの人たちが英語で書かれた最も偉大な小説だと考えている。ジョージ・エリオットは小説のみならず詩やエッセイも書いている。彼女の人生哲学は時にPositivism （実証主義）と呼ばれるが、それは彼女が人間性はたとえゆっくりであっても絶えず進歩していくと考えていたからである。ジョージ・エリオットはヴィクトリア時代後期に英文学に入ってきた悲観的なムードに対抗したのである。
　William Makepeace Thackeray (1811-63) とAnthony Trollope (1815-82) もヴィクトリア朝小説の歴史上重要な作家である。サッカレーはインドで生まれ、植民地生まれの最初の主要な作家となった。Vanity Fair (1847-8) （『虚栄の市』 岩波文庫）は当時の最もよく知られる小説の一つである。
　トロロープは小説を繋げてより長いものにするというアイデア用いた。The Barsetshire Chronicles (six novels, 1855-67) とThe Palliser Novels (six novels, 1864-80) である。最初のシリーズでは、ジェイン・オースティンの「一つの村の２．３の家族」という考えを広げて、Barchesterという町を作り出す。トロロープは５０篇以上の小説を書き、アイルランドのことや、ディケンズが後期の小説で示したような堕落や悪について書いた。Orley Farm (1862)、The Way We Live Now (1875) はトロロープの小説の中で最もよく知られたものである。
　探偵小説は流行するようになったもう一つの小説のジャンルである。最初それらは「センセーション小説」と呼ばれた。それらは旧式のゴシック諸説を新しいレベルのミステリーへと発展させ、解決が常に与えられた。そのような小説の最初のものは、Wilkie Collins (1824-89) のThe Woman in White (1860) である。同じくコリンズのMoonstone (1868) はこのジャンルの最初の古典であり、盗まれたダイアモンドにまつわる複雑なプロットを持っている。最も有名な探偵小説は、もちろん、Sharlock Holmesである。ホームズはArthur Conan Doyle (1859-1930) の、A Studey in Scarlet (1887) （『緋色の研究』）に始まる長い連続小説の主人公である。
　世紀が進むにつれ、様々な社会的、宗教的、政治的な問題が生じた。ダーウィンの１８５９年に発表されたOn the Origin of Speciesは信仰に大きな危機をもたらした。このことは当時の多くの著作に反映されている。Thomas Hardy (1840-1928) は恐らく１９世紀末期の諸問題を最も反映する小説家であった。彼の小説の多くは人々の気分を害し、公衆の面前で焼かれたことさえあり、貸本屋で売られることはなかった。
　彼の小説は悲観的である、世紀の動きの一部を示している。ハーディーの小説の殆どはイングランド南西部のWessexという架空の地域を舞台にしている。彼の小説の登場人物はしばしば運命の犠牲者となる。Far from the Madding Crowd (1874) はグレイのElegy Written in a Country Churchyard の一行から取られ、普通の人の生活と苦闘に対する関心を共有している。ハーディーの主要な作品には、The Return of the Native (1878)、The Mayer of Casterbridge (1886)、Tess of the D’Urbervilles (1891)、Jude the Obscure (1895) などがある。
(Victorian Poetry)
Alfred Tennyson (1809-92) （後のLord Tennyson）は１８３０年に出版されたPoems, Chiefly Lyricalにより詩人としてキャリアを開始する。彼がワーズワースとコールリッジがLyrical Balladsで用いた ‘lyrical’ と言う言葉を使っているのは興味深いが、テニソンの詩はロマン派の詩とは大変異なっている。テニソンにとって自然は美の対照に過ぎなかった。 “Nature red in tooth and claw” （自然の歯と爪は赤く染まっている）という表現は自然が感覚や記憶に及ぼす影響よりも、自然の残忍さに強調が置かれている。テニソンは、若くして亡くなった親友のArthur Hallamに捧げられた詩In Memoriam A.H.H. (1850) （『イン・メモリアム』 岩波文庫）で最もよく知られている。その哀惜と喪失のトーンは１９世紀後半極めて広い読者を獲得した。ヴィクトリア女王が１８６１年に夫のアルバート公を失い未亡人になると、『イン・メモリアム』は彼女の好きな詩になり、テニソンは国民的な詩人になった。
　この時代のもう一人の主要な詩人は、劇的独白形式の達人Robert Browning (1812-89) である。 ‘My Last Duchess’ はこの種の詩で最も有名なものである。この詩は１８４２年に出版されたDramatic Lyrics （『劇的抒情詩集』）に納められている。ブラウニングの劇的独白形式の詩はその表層の下に、激しさや隠された感情を含んでおり、ヴィクトリア時代の社会や行為の通常目にすることのない側面の多くを示している。ブラウニングは詩人のElizabeth Barrett (1806-61) と駆け落ちたことでも有名になった。二人はイタリアに行きそこで長い間生活した。Elizabeth Barrett Browning は１９世紀で最も有名な女流詩人である。彼女のSonnets from the Portuguese (1850) は夫への愛の詩であった。またAurora Leigh (1857) は女性をテーマにした小説詩（novel-poem）とでも言うべき長詩であり、今日ではフェミニズムの文献としても注目されている。
　Matthew Arnold (1822-88) はこの時代の信仰の危機についての短詩 ‘Dover Beach’ (1867) を書いた。また、Arthur Hugh Clough (1819-61) の詩も当時の懐疑的な感情を反映している。 ‘The Latest Decalogue’ と ‘There is no God’ は信仰の危機を巧みに描いている。 ‘Dipsychus’ (1865) は恐らく彼の最も重要な作品である。
　１９世紀中盤の最も有名な詩はEdward Fitzgerald (1809-83) が訳し、１８５９年に刊行されたThe Rubáiyát of Omar Khaiyyámである。オマル・ハイヤームはペルシャの数学者・天文学者・物理学者・医者・哲学者である。
　ラファエロ前派（‘The Pre-Raphaelite’）の作家・画家たちは美の観念を用いて、その時代の悲観的なムードに挑戦した。彼らの絵画は美に溢れて、時として身体の多くの部分をさらけ出していることから肉感的とも呼ばれることもあった。しかし、彼らの五感の利用は重要であった。Dante Gabriel Rossetti (1828-82) のソネットはThe GermやThe Fortnight Reviewと言った雑誌に長年にわたって掲載されたが、１８７０年にPoemsという本に纏められた。彼の妹のChristina Rossetti (1830-94) は感覚を楽しむというよりも悲しいムードに陥っているが、彼女の恋愛詩から子供向けの詩まで広範囲にわたる詩は広い読者を獲得した。彼女はElizabeth Barrett Browning以降ヴィクトリア時代で最も技法的にも成功し、また人気のある女流詩人である。
　Algernon Charles Swinburne (1837-1909) はそのテーマの幾つかにおいてはロセッティに倣っている。彼は官能的な詩人であった。１９世紀末になると、感覚がより重要なものとなり、スウィンバーンは官能性を詩の中に最も高いレベルまで取り入れた詩人であった。彼のPoems and Balladsは１８６６年に出版され、その後１８７８年に第２シリーズ、１８８９年に第３シリーズが刊行された。
(Victorian Essays)
１８２０年代の最も有名なエッセイイストはCharles Lamb (1775-1834) である。彼のEssays of EliaはLondon Magazine誌に掲載され、１８３３年に出版された。William Hazlitt (1778-1830) とLeigh Hunt (1784-1859) は文学や社会を扱うもっと深刻な批評家であった。ハズリットのSpirit of the Age (1825) は重要な本であり、また彼のEnglish Comic Writersなどの作家についてのエッセイやPolitical Essays (1819) は多くの読者を得た。リー・ハントはキーツ、テニソン、チャールズ・ラムなどが初期の作品を刊行するのに尽力し、彼のエッセイで作家や彼らの作品を支援した。彼の最も重要なエッセイは１８２８年から１８５０年代まで、The Companion誌とThe Tatler誌に掲載された。彼の最もよく知られるエッセイ集は１８４７年に出版されたMen, Women and Booksである。
　Matthew Arnold (1822-88) は詩人であると同時に批評家でもあった。彼のCulture and Anarchy (1869) と二巻のEssays in Criticism (1865 and 1888) は極めて重要である。
　John Ruskin (1819-1900) の芸術批評とWalter Pater (1834-94) の著書は世紀末の唯美主義運動に大きな影響を与えた。ラスキンは英国で最初の真の芸術批評家であり、彼のModern Painters（全５巻）はヴィクトリア時代の芸術の見方、理解の仕方を変えた。Stones of Venice (1851-3) は人々がイタリア・ルネッサンスの芸術や建築を再発見するのに一役買った。
　ウォルター・ペイターは唯美主義の父と呼ばれる。彼のStudies in the History of Renaissance (1873) はラスキンの芸術史と批評の仕事を引き継いだ。『ルネッサンス』にはMona Lisaなど有名なエッセイが含まれている。
　アイルランドの作家George Bernard Shaw (1856-1950) は劇作家になる前に演劇批評を書いていた。彼のエッセイの幾つかは英国にノルウェイの劇作家Henrik Ibsen (1828-1906) を紹介し、新しい政治的思想を広めたという点で重要である。Fabian Essays in Socialism (1889) （『フェビアン協会社会主義論文集』）は彼が編集しエッセイを掲載した最も重要な本である。
(1890s)
Oscar Wilde (1854-1900) は世紀末の最も重要な作家である。The Happy Prince and Other Stories (1888) を書いた後、彼の唯一の小説The Picture of Dorian Gray (1891) を書く。見かけと現実というテーマはここで最高潮に達する。ワイルドの絶頂期は４つの喜劇の最初のものである、Lady Windermere’s Fan (1892) に始まる。１８９５年には彼の傑作The Importance of Being Earnestが上演される。この劇は未だに王政復古時代以来の英国喜劇の頂点であり続けている。
　もう一つの重要なデカダン小説はGeorge Moore (1852-1933) のMike Fletcher (1889) である。彼の最も有名な小説はEsther Waters (1894) である。
その他の重要な作家と著作
· George Gissing (1857-1903): The Nether World (1889), New Grub Street (1891)
· Robert Louis Stevenson (1850-94): Treasure Ireland (1883), Kidnapped (1886), The Strange History of Doctor Jekyll and Mister Hyde (1886)
· Rudyard Kipling (1865-1936): Plain Tales from the Hills (1888), The Jungle Book (1894)
· Lewis Carroll (1832-98): Alice’s Adventure in Wonderland (1865), Through the Looking-glass (1871)
· H.G. Wells (1866-1946): The Time Machine (1895), The invisible Man (1897), The War of the Worlds (1898)
· Samuel Butler (1835-1902): Erewhon (1871)
